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アメリカ企業のHRとはどうあるべきなのでしょう。従業員の声を代表するものとなる

べきなのか、企業を守るためのものなのか、或いは社規を取締ったり、企業文化を

見守り育んだりする役を担うのか。企業によってはセンシティブな問題も含まれま

す。HRは適切に評価され、尊重されているとは言えない例も少なくなく、過度に官

僚的な部門と捉えられている部分も多々あるでしょう。

今回のウェビナーでは、従業員から訴訟が提起された場合、いかに責任追求を回

避できるか、また、抗弁を成功させるために重要な要素を紹介し、この普遍的な難

問について解説します。

セミナーは英語で行われます

Questions? Email Jodie Daugherty or call 317-261-7922.

ウェビナーに関しましてご不明な点がございましたらjapaneseinfo@btlaw.comまで

お気軽に日本語でご連絡ください。

1.0 hour CLE credit pending and 1.0 hour of HRCI credit approved. This
program is valid for 1.0 PDCs for the SHRM-CP® or SHRM-SCP®.

関連分野
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